
今後の予定（2～３月）ご家族、ご友人の皆様お誘い合わせの上、どうぞお参り下さいませ 

　２月１１日（日）　１３時～　　　　　　元中通組蝋燭講　ご消息披露（法話会）＠西光寺 

　　　１６日（土）　１３時～、１９時～　永代経法要＠明行寺　講師：佐々木 高彰 師（山鹿市 常法寺） 

　３月　１日（土）　１３時～、2日（日）１０時～　　元中通組蝋燭講　物故者追悼会＠西楽寺 

　　　１６日（土）　１０時半～　　　　　春季彼岸会法要（仏教婦人会）＠明行寺 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：川﨑 文丸 師（糸島市 長楽寺 ） 

 

行事報告 

1月上旬～2月にかけて「お取越し（在家報恩講）」が執り行われています。親鸞聖人のご命日（1月16日）の折
に、聖人のご遺徳を偲び、お念仏が脈々と受け継がれてきたことを、お寺だけでなく、ご自宅のご仏壇でも慶び、
讚えます。1月15日（火）、16日（水）には明行寺にて「御正忌報恩講」の法要が勤まり、多くの皆様にご参拝
頂きました。御講師は、亀原渉海師（熊本教区 西養寺 ）、「平成生まれ30歳。失礼を承知で申しますが、皆様の

子…お孫さんと同じくらいの年齢でしょう？」と冒頭から、あたたかくユーモアたっぷりのお話振りに、堂内は笑

顔に包まれました。「本日こうしてお念仏をよろこぶご縁をご一緒させて頂きました。少しでもお参りして良かっ
たなぁと感じて下さるのであれば、その御心を、是非私のような、子や孫の世代にも話して貰えたら本当に嬉し
い」とお取り次ぎを締めくくって下さいました。2日目には、黒木観之氏（福岡教区 浄光寺）にもお越し下さいま

した。雅楽三管での伴奏に合わせ、仏教讃歌「恩徳讃」が堂内に響き渡り、賑々しく閉講を迎えました。年始早々
に、お華束、境内清掃、幕張り等、法要のご準備、片付けを頂きました、講中、婦人会の皆様、当日美味しいお
まかないをご用意下さった「山川真弓1、2番組」「北関」「上五位軒」地区の皆様、お取越しに際し、多くのご
協力を賜わりました各地区の皆様、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　合掌
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お取越で見つけた可愛いお供えお華束のお餅を袋詰め

ご法話の御講師 亀原渉海師 雅楽三管による演奏 

裏へ続く↓

美しく仕上がったお華束

お供えを支援先へおすそわけ



＝＝コラム「永代経とはどのような意味ですか？」＝＝ 

　永代経とは、永代読経を略した言葉です。永代経という経典があるわけではありません。一般的に
は、永代供養として亡くなられた方への追善供養や追善回向のため、寺院で永代に渡って読経するこ
ととして理解されています。浄土真宗でも「寺院で永代にわたって読経すること」であることは、他
宗と変わりありません。　　 

　しかし、他宗とは読経の趣旨や読まれる経典は異なります。浄土真宗では、他宗のように追善供養
や追善供養のための読経はしません。浄土真宗の教えが永代にわたるまで、いつまでも伝わっていく
ことを願い、阿弥陀如来のお徳を讃えるためにお勤め（仏前でお経を読むこと）をします。浄土真宗
の教えとは、阿弥陀如来のはたらきによって恵まれた「南無阿弥陀仏」のお念仏によって、浄土に往
生し、仏に成る道です。この教えに基づいて永代経を勤めることで、多くの方が浄土真宗の教えに出
あい、阿弥陀如来のお心に触れることになります。私たちが手を合わせ、お念仏を申すことができる
のは、浄土真宗の教えをよろこび、念仏に生きられた方々がいらっしゃったからです。永代経を通し
て、「浄土真宗の教えに出あう場が、永代にわたって存続してほしい」という先人たちの思いを受け
継いでいくことが大切なのです。

前田壽雄師 

昭和49年北海道生まれ。浄土真宗本願寺派専念寺衆徒。武蔵野大学仏教
文化研究所研究員、通信教育部人間科学部人間科学科准教授。浄土真宗本
願寺派東京仏教学院研究科講師。著書に『書いて味わう讃仏偈　重誓偈』
『教行信証のことばーやさしい法話ー』（本願寺出版社）がある。明行寺
若院が神奈川県上正寺に勤めていた際、勉強会等でお世話になった恩師。

例年10名前後のお参りだった大晦日の「除夜の鐘」ですが、今年は、ポスターの掲示や、インターネッ
トでの告知、皆様の口コミ等により、何と…43名ものご参拝を頂きました。遠方は福岡市今宿より駆
けつけて下さるご家族もいらっしゃいました。夜の境内を彩った「竹灯り」、本堂内での「書き初
め」、そしてお野菜たっぷりの「粕汁」、ご参拝の皆様同士交わされる新年のご挨拶。例年とは一味違っ
たあたたかい大晦日のご縁でした。明行寺では、皆様が下さったご意見を法要や運営等に活かし、ご
一緒にお勤め出来るご縁づくりを行って参ります。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

＜ 行事レポート　平成最後の「除夜の鐘」＞

明行寺の行事や普段の様子をお知らせし
ております。是非ご覧下さいませ！

浄土真宗本願寺派　明行寺 検索

@myogyoji.1620


